
平成25年度自己評価および学校関係評価結果書

１．幼稚園の教育目標 その子らしさが光り、最後までやり抜こうとする子
学校法人 堀之内学園 堀之内幼稚園 園長 牧野千栄

２．本年度重点目標 自己肯定感を育む保育 学校法人 堀之内学園 堀之内幼稚園学校関係者評価委員会長 河原﨑光雄

３．教職員による評価項目に対する自己評価
評価項目 教職員自己評価 自己評価 学校関係者 関係者

結果 評価委員意見 評価結果
季節に合わせた環境構成について、掲示物や植 園として「自然の中で」という教育方針をうたっ

１．保育の計画性 物への配慮を忘れがちである。互いに声を掛け合 Ｃ ているので、教師によって取り組む意識に大きな差 Ｃ
って行うようにする。 が無いようにすべき。園の周囲の環境にも大変恵ま
園行事等を、ただやればよいのではなく、ねら れているのでそれをぜひフルに活用してほしい。

いやその前後の活動を大切にしながら、週案を立
てようとする意識が出てきている。
月の反省会の中で、気になる子についての課題に 今気になる子への注目が強すぎるのではないか。

２．保育の在り方 終始することが多い。友達関係、遊びの内容に発展 B 昔もかなり個性的な子がたくさんいた。専門的な Ｂ
幼児への対応 等、クラス経営という視点からも情報交換できる場 研修も受けながら、その子たちが大切な存在として

にした方がよい。 クラスの中に受入れられるようにしたい。
アレルギー他、職員で共有すべき新たな情報につ

いては、できるだけ早く周知する。
先輩から後輩へ、保育についてはもちろん、社会 先輩から教えてもらうことも大切だが、自分から

３．教師としての資質 人のマナーや礼儀についても伝えていくようにすべ Ｃ 学ぼう、吸収しようと貪欲であることが大切。 Ｃ
能力・良識・適正 き。年が近いからといって、友達のような関係では

ダメ。
食育についての園内研修をもっと深めていきた

い。
子どもの成長についての課題を保護者に伝えるた 携帯やメールに依存しがちな保護者も少なくな

４．保護者への対応 めには、普段からの声かけや世間話が大切だが、な B いと思う。悩みを気軽に打ち明けられる雰囲気や Ｂ
かなか話す場や心掛けが足りない。 場をぜひもってほしい。
個人迎えや親参加の行事の時のチャンスを逃さな

いようにする。



５、６月こどもたちが生き物や草花をもった来た時 先生たち自身、自然の中で遊ぶ経験がほとんど
５．地域の自然や社会 は自然環境が充実するが、その後継続が難しい。 Ｃ ない世代。その楽しさや Ａ

との関わり ちょっとした自然環境に対してアンテナを高くして 研修や下見を丁寧にする必要がある。
おきたい。

園内研修を行う時間をもっと増やしたい。他のク 忙しい中研修時間を捻出するのは難しいが、ちょ
６．研修と研究 ラスの食育の取り組みを見るチャンスも必要。 Ｂ っとした時間を見つけて行えるようにしたい。園内 Ｂ

教育指導要領を念頭においておくよう、繰り返し 研修をするための研修というのもあるなら参加して
読み合わせする場をもちたい。 みるのもよいだろう。

※自己評価結果の表示方法 Ａ…十分達成された
Ｂ…達成された
Ｃ…取り組んだが達成が十分ではない
Ｄ…取り組みが不十分であった

※学校関係者評価結果の表示方法 Ａ…十分に達成されていた
Ｂ…達成されていた
Ｃ…取り組みはみられたが達成が十分ではない
Ｄ…取り組みがみられなかった

４．次年度以降に取り組む課題（継続）
・行事や活動のねらいを押さえる。（その活動を通して、子どもの中に何が育まれてほしいか）
・活動の連続性や導入を大切にする。（子どもたちの主体性を育み、見通しを持って生活し遊べるようにする。）
・安全危機管理について考える。


